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平
成
一
七
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

〇　

役
員
会

・
四
月
一
九
日　
「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
講
演
会
開
催
に
つ

い
て
」

・
九
月
二
七
日　
「
今
年
度
研
究
会
開
催
に
つ
い
て
」

・
一
一
月
二
九
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

〇　

参
禅
会
運
営
委
員
会

・
四
月
一
九
日　
「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

・
九
月
二
七
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

・
一
一
月
二
九
日�　
「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

〇　
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

・
一
一
月
二
九
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
四
号
に
つ
い
て
」

〇　

研
修
旅
行

　
　
　

大
野
栄
人
所
長
以
下
二
九
名
の
参
禅
会
員
が
﹆
八
月
三
〇
日

か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
研
修
旅
行
「
薩
摩
の
禅
刹
と
大
陸
文
化

交
流
の
足
跡
」
に
参
加
し
﹆
鹿
児
島
市
の
松
原
山
大
中
寺
と
姶

良
郡
姶
良
町
の
吉
祥
山
紹
隆
寺
︵
大
本
山
永
平
寺
鹿
児
島
出
張

所
︶
を
拝
登
す
る
と
と
も
に
﹆
鹿
児
島
市
内
の
玉
龍
山
福
昌
寺

跡
を
訪
れ
た
。
そ
の
他
﹆
霧
島
神
宮
﹆
清
水
磨
崖
仏
群
︵
川
辺

町
岩
屋
公
園
内
︶﹆
特
攻
平
和
記
念
会
館
︵
知
覧
町
︶﹆
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
︵
坊
津
町
︶﹆
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
黎
明
館
︵
鹿
児
島
市
︶
を
訪
問
﹆
見
学
し
た
。

〇　

火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
一
二
日
﹆
五
月
一
〇
日
﹆
六
月
一
四
日
﹆
七
月
一
二
日
﹆

九
月
二
七
日
﹆
一
〇
月
一
一
日
﹆
一
一
月
八
日
﹆
一
二
月
六
日

︵
成
道
会
摂
心
︶﹆
一
月
一
〇
日
﹆
二
月
七
日
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〇　

講
演
会

　

・
六
月
一
五
日
︵
水
︶
午
後
三
時
二
〇
分
よ
り

 

一
号
館
一
二
一
教
室

　
　
　
「
道
元
の
学
道
観
」

　
　
　
　
　

愛
知
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
禅
研
究
所
前
所
長

 

中
祖
一
誠
先
生

〇　

公
開
講
演
会
（
協
賛
）

　

・
一
〇
月
二
七
日
︵
木
︶
午
後
一
時
一
〇
分
よ
り

 
楠
元
学
舎
記
念
講
堂

　
　
　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
日
本
人
」

 

東
京
外
国
語
大
学
教
授　

町
田
宗
鳳
先
生

〇　

研
究
会

　

・
一
〇
月
一
四
日
︵
金
︶
午
後
二
時
五
〇
分
よ
り

 

　

禅
研
究
所
会
議
室

　
　
　
「
仏
教
研
究
関
連
資
料
の
電
子
化
│
『
摩
訶
止
観
』
の
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
事
例
と
し
て
│
」

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
所
長　

ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
先
生

〇　

平
成
一
七
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）︵
平
成
一
七
年
四
月
～
一
八
年
三
月
︶

伊
藤
秀
憲

　
「『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
ど
う
読
む
か
に
つ
い
て
」『
禅
の
真
理
と

実
践
』︵
東
隆
眞
博
士
古
稀
記
念
論
集
︶
春
秋
社

大
野
栄
人

　
「『
次
第
禅
門
』
の
研
究
︵
一
︶」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研

究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
〇

　
「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
︵
二
︶」『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀

要
』
三
五

　
「『
次
第
禅
門
』
の
研
究
︵
二
︶」『
閑
花
集
』
愛
知
学
院
大
学
短

期
大
学
部

　
「『
次
第
禅
門
』
の
研
究
︵
三
︶」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
四

　
「
永
遠
の
仏
の
い
の
ち
│
『
妙
法
蓮
華
経
』
如
来
寿
量
品
の
教

え
│
︵
一
︶
～
︵
一
一
︶」『
跳
龍
』
六
四
六
～
六
五
六

河
合
泰
弘

　
「
瑩
山
に
お
け
る
祈
り
│
『
洞
谷
記
』
を
中
心
と
し
て
│
」『
日
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本
仏
教
学
会
年
報
』
七
〇

　
「『
洞
谷
記
』
の
文
章
排
列
に
つ
い
て
」『
禅
の
真
理
と
実
践
』

︵
東
隆
眞
博
士
古
稀
記
念
論
集
︶
春
秋
社

　
「『
洞
谷
記
』
に
基
づ
く
瑩
山
略
年
譜
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三

四

　
「
古
写
本
『
洞
谷
記
』
と
流
布
本
『
洞
谷
記
』」『
閑
花
集
』
愛

知
学
院
大
学
短
期
大
学
部

川
口
高
風

　
「
俯
貫
雄
道
と
退
歩
玄
妙
」『
仏
教
の
思
想
と
文
化
の
諸
相
』

︵
小
林
圓
照
博
士
古
稀
記
念
論
集
・『
禅
学
研
究
』
特
別
号
︶

　
「
裁
断
橋
擬
宝
珠
銘
を
書
い
た
月
峰
慶
呑
」『
禅
と
そ
の
周
辺
学

の
研
究
』︵
竹
貫
元
勝
博
士
還
暦
記
念
論
集
︶
永
田
文
昌
堂

　
「
白
鳥
山
陵
よ
り
の
出
土
品
を
書
写
し
た
石
雄
恵
玉
に
つ
い

て
」『
禅
の
真
理
と
実
践
』︵
東
隆
眞
博
士
古
稀
記
念
論
集
︶

春
秋
社

　
「
浅
野
斧
山
の
伝
記
と
論
稿
﹆
著
作
」『
日
本
人
の
宗
教
と
庶
民

信
仰
』︵
圭
室
文
雄
先
生
古
稀
記
念
論
集
︶

　
「
黄
龍
寺
蔵
資
料
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

五
三
︵
一
︶

　
「
黄
泉
無
著
の
「
晧
台
二
一
世
黄
泉
和
尚
参
府
日
鑑
」
に
つ
い

て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
三
︵
二
︶

　
「
三
代
目
﹆
四
代
目
助
高
屋
高
助
の
死
絵
に
つ
い
て
」『
愛
知
学

院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
三
︵
三
︶

　
「
黄
泉
無
著
の
『
般
若
心
経
』
の
注
釈
書
に
つ
い
て
」『
愛
知
学

院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
三
︵
四
︶

　
「
再
興
期
の
法
持
寺
に
つ
い
て
」『
閑
花
集
』
愛
知
学
院
大
学
短

期
大
学
部

　
「「
宗
報
」
の
法
規
令
達
の
総
目
録
︵
一
︶」『
禅
研
究
所
紀
要
』

三
四

　
『「
法
王
派
系
譜
」
解
題
』
真
徳
山
天
林
寺

　
「
書
評
・
熊
谷
忠
興
編
『
続
永
平
寺
史
別
冊
大
圓
覚
海
』」『
中

外
日
報
』
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
五
日
号

神
戸
信
寅

　
「『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
に
お
け
る
「
行
持
」
考
」『
閑
花
集
』

愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部

木
村
文
輝

　
「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
お
け
る
高
次
の
バ
ク
テ
ィ
と
プ
ラ
パ
ッ

テ
イ
」『
愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
一
四
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「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
に
お
け
る
解
脱
へ
の
階
梯
」『
閑
花
集
』
愛

知
学
院
大
学
短
期
大
学
部

　
「
人
間
の
尊
厳
と
年
回
法
要
の
意
義
」『
教
化
研
修
』
五
〇

河
野
敏
宏

　
「『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
所
引
の
「
慈
恩
云
」
注
文
と
慈
恩
大
師

撰
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』『
妙
法
蓮
華
経
音
訓
』
対
照
表

︵
三
︶」︵
共
著
︶『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
五
三
︵
一
︶

佐
藤
悦
成

　
「
道
元
禅
師
の
禅
思
想
と
祈
り
」『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
七
〇

　
「
逆
翁
宗
順
『
法
要
決
疑
論
』
の
研
究
」『
禅
の
真
理
と
実
践
』

︵
東
隆
眞
博
士
古
稀
記
念
論
集
︶
春
秋
社

　
「
日
本
禅
宗
の
喪
礼
│
曹
洞
宗
の
清
規
と
喪
礼
│
」『
閑
花
集
』

愛
知
学
院
大
学
短
期
大
学
部

　
『
曹
洞
宗
梅
花
読
本　

御
詠
歌
解
説
』
大
阪
タ
イ
キ

鈴
木
哲
雄

　
「
禅
宗
的
転
型
」『
社
会
転
型
与
多
元
文
化
』︵
復
旦
大
学
建
校

一
〇
〇
周
年
「
社
会
転
型
与
多
元
文
化
」
国
際
学
術
研
究

会
︶

　
「
江
蘇
地
方
の
禅
宗
史
蹟
調
査
」︵
共
著
︶『
愛
知
学
院
大
学
人

間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
〇

　
「
法
華
全
挙
に
つ
い
て
」『
禅
と
そ
の
周
辺
学
の
研
究
』︵
竹
貫

元
勝
博
士
還
暦
記
念
論
集
︶
永
田
文
昌
堂

　
「『
伝
光
録
』
に
お
け
る
常
楽
我
浄
」『
禅
の
真
理
と
実
践
』︵
東

隆
眞
博
士
古
稀
記
念
論
集
︶
春
秋
社

　
「
宋
末
・
元
・
明
初
の
禅
僧
の
動
向
に
関
す
る
資
料
︵
上
︶」

『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
五

　
「
禅
宗
の
転
型
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
四

田
島
毓
堂

　
『
磨
言　

淳
冊
』
右
文
書
院

立
川
武
蔵

　
「
ラ
ン
チ
ュ
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
の
『
大
印
契
誓
願
』」『
愛
知
学
院

大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
〇

　
「『
完
成
せ
る
ヨ
ー
ガ
の
環
』
第
二
章
訳
注
」『
愛
知
学
院
大
学

文
学
部
紀
要
』
三
五

　
「『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
︵
一
︶」『
禅
研
究
所

紀
要
』
三
四

　
“A Version of the N

gor M
and･

･ala Collection, ”

『
マ
ン

ダ
ラ
の
諸
相
と
文
化
』
法
蔵
館
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林　
　

淳

　
「
東
北
の
陰
陽
道
と
天
文
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所

紀
要　

人
間
文
化
』
二
〇

　
『
近
世
陰
陽
道
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

　
「
文
化
史
学
と
民
俗
学
」『
柳
田
国
男
研
究
論
集
』
四

　
「
近
代
仏
教
と
国
家
神
道
│
研
究
史
の
素
描
と
問
題
点
の
整
理

│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
三
四

引
田
弘
道

　

“Consecration of D
ivine Im

ages in a Tem
ple, ” 

From
 M

aterial to Deity, (ed. by S. Einoo and J. 
Takashim

a ), M
anohar (India ).

　

“Lin

・ga W
orship as Prescribed by the Śivapurān

･a, ”  
From

 M
aterial to Deity, (ed. by S. Einoo and J. 

Takashim
a ), M

anohar (India ).

「
ア
シ
ョ
ー
カ
王
物
語
︵
そ
の
二
︶」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化

研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
〇

蓑
輪
顕
量

　
「
中
世
・
最
勝
講
│
建
久
二
年
の
条
に
見
る
論
義
│
」『
財
団
法

人
松
ケ
丘
文
庫
研
究
年
報
』
一
九

　
「
茶
道
に
み
る
禅
定
」『
仏
教
の
思
想
と
文
化
の
諸
相
』︵
小
林

圓
照
博
士
古
稀
記
念
論
集
・『
禅
学
研
究
』
特
別
号
︶

　
「
台
湾
に
お
け
る
仏
七
簡
介
│
西
蓮
浄
苑
を
中
心
に
│
」『
禅
研

究
所
紀
要
』
三
四

吉
田
道
興

　
「「
正
法
眼
蔵
影
室
」「
正
法
眼
蔵
︵
丹
嶺
本
︶」
解
説
」『
永
平

寺
史
料
全
書 

禅
籍
編 

第
三
巻
』
大
本
山
永
平
寺

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
︵
一
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部

紀
要
』
五
三
︵
一
︶

　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
集
成
︵
二
︶」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部

紀
要
』
五
三
︵
二
︶

　
「
版
橈
晃
全
撰
『
僧
譜
冠
字
韻
類
』
所
載
の
「
道
元
伝
」
考
」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
四
︵
二
︶

　
「
永
平
寺
二
祖
孤
雲
懐
奘
禅
師
の
出
自
考
│
『
僧
譜
冠
字
韻

類
』
道
元
伝
付
記
の
懐
奘
略
伝
を
中
心
に
│
」『
宗
学
研

究
』
四
八

　
「
道
元
禅
師
の
人
間
性
│
「
只
管
打
坐
」
と
「
身
心
脱
落
」
の

展
開
│
」『
禅
宗
與
人
間
佛
教
学
術
研
討
會
論
文
』
台
湾
財

団
法
人
佛
光
山
文
教
基
金
會
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〇　

寄
贈
図
書
目
録

 
 

︵
平
成
一
七
年
二
月
～
平
成
一
八
年
一
月
︶

　
︿
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
﹀

　
　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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叡
山
学
院
研
究
紀
要　

二
七 

叡
山
学
院

永
平
寺
史
料
全
書 

禅
籍
編　

三 

永
平
寺

傘
松　

七
三
七
～
七
四
八 

永
平
寺
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118 (1 )
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エ
ー
ル
大
学
図
書
館

親
鸞
教
学　

八
四
～
八
六 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

二
二

 
 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報　

四
五

 
 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー　

七
九
・
八
〇

 
 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

教
学
研
究
所
紀
要　

一
一

 
 

教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
教
の
相
貌
│
民
族
と
宗
教
を
考
え
る
│

 
 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

真
宗
文
化　

一
四

 
 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要　

一
八

 
 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

藝
文
研
究　

八
八
・
八
九

 
 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

密
教
学
会
報　

四
一
～
四
三

 
 

高
野
山
大
学
密
教
学
会

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

一
八

 
 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

廃
仏
毀
釈
百
年 

紹
隆
寺

日
本
研
究　

二
九
～
三
一

 
 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要　

九

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
論
集　

二 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

List of Publicatoions Received　

7

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
属
図
書
館

大
正
蔵
・
敦
煌
出
土
仏
典
対
照
目
録

 
 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
属
図
書
館

仏
教
研
究　

三
三 

国
際
仏
教
徒
協
会

宗
教
学
論
集　

二
四 

駒
澤
宗
教
学
研
究
会

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要　

六
三

 
 

駒
澤
大
学
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駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要　

六
三 

駒
澤
大
学

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報　

三
八

 
 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集　

三
六

 
 

駒
澤
大
学
佛
教
学
部

仏
教
経
済
研
究　

三
四

 
 

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
短
期
大
学
佛
教
論
集　

一
一

 
 

駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要　

平
成
一
六
年
度

 
 

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

種
智
院
大
学
研
究
紀
要　

六 

種
智
院
大
学

密
教
学　

四
〇
・
四
一 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所
紀
要　

六
・
七
合

併
号 

種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所

佛
教
論
叢　

四
九 

浄
土
宗

豊
山
学
報　

四
八 

真
言
宗
豊
山
派
総
合
研
究
院

西
山
学
会
年
報 

西
山
学
会

聖
和
学
園
短
期
大
学
紀
要　

四
二

 
 

聖
和
学
園
短
期
大
学

佛
教
文
化
講
座　

四
九 

浅
草
寺

善
通
寺
教
化
振
興
会
紀
要　

一
〇

 
 

善
通
寺
教
化
振
興
会

跳
龍　

六
四
六
～
六
五
四 

總
持
寺

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要　

三
五

 
 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報　

七
三
三
～
七
四
四 

曹
洞
宗
宗
務
庁

伝
光
録 

曹
洞
宗
宗
務
庁

教
化
研
修　

四
九 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究　

四
七 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要　

一
八

 
 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
と
現
代　

六 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

大
乗
寺
を
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い
た
徹
通
義
介
禅
師 

大
乗
寺

大
正
大
学
研
究
紀
要　

九
〇 

大
正
大
学

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報　

二
七

 
 

大
正
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綜
合
仏
教
研
究
所

東
洋
研
究　

一
五
六
～
一
五
九

 
 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
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所

大
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九
八
～
一
〇
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山
最
乗
寺

浄
土
宗
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究　

三
一

 
 

知
恩
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浄
土
宗
学
研
究
所

現
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密
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一
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智
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伝
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中
央
学
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大
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テ
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五

︵
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大
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社
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ス
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中
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学
術
研
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原
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聖
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に
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一
〇 

中
央
学
術
研
究
所

中
央
学
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究
所
紀
要　

三
四

 
 

中
央
学
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究
所

中
期
イ
ン
ド
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ア
リ
ア
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聖
典
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
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自
動
解
析
Ⅱ

 
 

中
央
学
術
研
究
所

中
華
佛
学
学
報　

一
八 

中
華
佛
学
研
究
所

中
華
佛
学
研
究　

九 

中
華
佛
学
研
究
所

鶴
見
大
学
紀
要　

四
二 

鶴
見
大
学

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

一
〇

 
 

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

増
補
室
内
住
職
学
随
聞
録 

滴
禅
会

天
台
学
報　

四
六 

天
台
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集　

五
五︵
二
︶・五
六︵
一
︶ 
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東
京
女
子
大
学

日
本
文
学　

一
〇
一

 
 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
会

仏
教
文
化　

四
四 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

仏
教
文
化
研
究
論
集　

九
 

 
東
京
大
学
仏
教
青
年
会

仏
教
学
報　

四
一
・
四
二

 
 

東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
院

東
方
学
会
報　

八
八
・
八
九 
東
方
学
会

閲
蔵　

一 

同
朋
大
学
大
学
院

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
四

 
 

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

東
洋
学
研
究　

四
一 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
洋
学
論
叢　

五
八 

東
洋
大
学
文
学
部

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要　

二
一

 
 

東
洋
哲
学
研
究
所

道
元 

中
野
東
禅

道
元
を
求
め
て 

二 

正
法
眼
蔵
第
三 

仏
性

 
 

成
河
智
明

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要　
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成
田
山
新
勝
寺
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報　

一
五

 
 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
都
佛
教　

八
五
・
八
六 

南
都
仏
教
研
究
会

教
化
学
論
集　

五 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

現
代
宗
教
研
究　

三
九

 
 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

日
本
仏
教
教
育
学
研
究　

一
三

 
 

日
本
仏
教
教
育
学
会

密
教
学
研
究　

三
四
・
三
五
・
三
七

 
 

日
本
密
教
学
会

平
和
と
宗
教　

二
四 
庭
野
平
和
財
団

周
縁
世
界
の
豊
穣
と
再
生

 
 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
研
究　

一
三

 
 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報　

七
・
八

 
 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

小
林
圓
照
博
士
古
稀
記
念
論
集 

佛
教
の
思
想
と

文
化
の
諸
相 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

古
代
中
國
人
の
思
想
と
生
活
│
「
仁
」
│

 
 

深
津
胤
房

福
神　

一
〇 

福
神
研
究
所

豊
山
教
学
大
会
紀
要　

三
三 

豊
山
教
学
振
興
会

後
水
尾
法
皇
下
賜
正
明
寺
蔵 

初
版
『
黄
檗
版
大

蔵
経
』
目
録 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

一
二

 
 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
報　

二
七
・
二
七
別
冊

 
 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

仏
教
と
自
然 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

北
陸
宗
教
文
化　

一
七 

北
陸
宗
教
文
化
学
会

法
鼓
山
年
鑑　

一
九
八
九
～
二
〇
〇
一

 
 

法
鼓
山
文
教
基
金
会

法
鼓
山
年
鑑　

二
〇
〇
四 

法
鼓
山
文
教
基
金
会
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鈴
木
大
拙
研
究
基
礎
資
料 

松
ヶ
岡
文
庫

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報　

一
九 

松
ヶ
岡
文
庫

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要　

五

 
 

身
延
山
大
学
仏
教
学
部

身
延
論
叢　

九 
身
延
山
大
学
仏
教
学
会

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要　

三
二

 
 

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

法
華
文
化
研
究　

二
九
・
三
〇

 
 

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

龍
谷
教
学　

四
〇 

龍
谷
教
学
会
議

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
学
研
究
紀
要　

三

 
 

臨
済
宗
妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー
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愛
知
学
院
大
学『

禅
研
究
所
紀
要』

執
筆
規
程

一
、
本
紀
要
の
執
筆
者
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１

禅
研
究
所
所
員
並
び
に
研
究
員

２

愛
知
学
院
大
学
の
専
任
並
び
に
非
常
勤
の
教
員
で
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
ら
れ
た
者

３

禅
研
究
所
の
活
動
に
関
わ
り
の
あ
る
上
記
以
外
の
者
で
、
編
集
委
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
ら
れ
た
者

二
、
原
稿
は
、
禅
、
仏
教
に
関
す
る
未
発
表
の
も
の
と
し
、
採
否
並
び
に
掲
載
時
期
は
編
集
委
員
会
が
決
定
す
る
。

三
、
原
稿
枚
数
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
〇
枚
程
度
と
し
、
英
文
等
の
場
合
は
此
れ
に
準
ず
る
。

四
、
表・

図
版
等
は
規
定
枚
数
に
含
め
る
こ
と
と
し
、
作
成
経
費
が
多
大
と
な
る
場
合
、
実
費
負
担
を
申
し
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。

五
、
原
稿
提
出
の
際
に
は
、
論
文
キ
ー
ワ
ー
ド
と
現
在
の
所
属
機
関
名・

職
名・

連
絡
先（

住
所
／
電
話
等）

を
添
付
し
、
更
に
英
文
タ
イ
ト

ル
と
氏
名
を
添
え
る
。

六
、
校
正
は
誤
植
の
訂
正
程
度
と
し
大
幅
な
内
容
変
更
は
認
め
な
い
。
本
人
に
よ
る
校
正
は
再
校
校
了
と
す
る
。

七
、
掲
載
者
に
は
抜
刷
三
〇
部
を
進
呈
す
る
。

八
、
締
切
は
原
則
と
し
て
毎
年
一
〇
月
三
一
日
と
す
る（
締
切
厳
守）

。

九
、
本
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
き
、
執
筆
者
は
、
デ
ー
タ
の
電
子
化
並
び
に
公
開
に
関
わ
る
権
利
を
本
所
ま
た
は
本
所
の
依
頼
す
る

機
関
に
委
託
す
る
。

但
し
、
執
筆
者
本
人
が
著
作
を
利
用・

公
開
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
妨
げ
な
い
。

附
則

こ
の
規
程
は
平
成
一
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

附
則

こ
の
規
程
は
平
成
一
五
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。


